
「エコパークあぼし」の

安全対策について

姫　路　市



1メタンガスの特性

■　メタンガスは、人体に対する毒性はありません。

また、メタンガスは空気より軽いため、上昇します。

このため、

①メタンギスを溜めないこと

②万一、ガスを検知しても、空気中た拡散すること

で、安全が保たれると言われています。

（調査・安全対策検討委員会より）

このため、次頁からのような安全対策を図りました。

なお、工事完了後、検討委員会の委員長■委員に現地を
確認していただき、ご承認いただきました。
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2　安全対策（ハード面）
【屋外】
メタンが集積する可能性のあるマンホール等に開口部を

設け、ガスを逃がすための穴あけ等の工事を実施しました。

雨 水 マ ン ホ ー ル 1 1．箇所

電 磁 弁 ボ ッ ク ス 1 5 箇所

電 気 ハ ン ドホ ー ル 4 7 箇所

上 下水道マンホール 9 4 箇所

芝生広場地下 集水管 4 3 箇所

二＿二一合　　 一計上 ∴空斗Q箇 所 ■∴r′

t※調査1安全対策検討委員会（委員長：東京大学名誉教授
平野敏右先生）のご承認をいただきました。

ゝ、



【建物内】

室内等にメタンガスが溜まらないよう、またガスを検知する
工事を実施しました。

■　閉囲（密閉）空間上部に通気口を設置日・38箇所
「部屋等にガス検知器（警報器）を設置・＝31箇所

施　 設　 名 通 気 口 ガス検知器
ごみ 焼 却 施 設 3 0箇所 4 箇所
再 資 源 化 施 設 4箇所 5箇所
環境楽習センター 4箇所 1 5箇所
カブトムシホール 4 箇所
計　　 量　　 室 1箇所
収集職員休憩所 2箇所
∴‾∠ゝ∴1－㌔
∴一口‾ニ

■′、－3 8箇所吉 ㌍3才箇所与

査■安全対策検討委員会（委員長：東京大学名誉教授
平野敏右先生）のご承認をいただきました。
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3　安全対策（ソフト面）

4

※　爆発下限値

可燃性ガスが密閉空間の中で、空気中の5％濃度に達したときに、その空間において着火により爆発
する可能性がある数値



雨水マンホール

5

マンホールの蓋を穴のあるタイプへ交換しました。



6

電磁弁ボックスの横に穴を開けて、通気用パイプを設置しました。



電気ハンドホール
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通気用パイプ

通気用パイプ

ハンドホールの横に穴を開けて、通気用パイプを設置しました。



上下水道マンホール（下水道）

マンホールの蓋に穴を開けて通気を確保しました。
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芝生広場地下集水管（通気桝）t
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建物地下ピット

強制排気装置によって、屋外
へ排気するようにしました。

地下ピット天井（＝1階の床）
に通気口を設置しました。
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l・ガネ検知蕗∴」

天井にガス検知器を設置しました。
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（再資源化施設）

●　ガス検知器

■　通気口等



安全対策設置箇所図
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「エコパークあぽし」構内配置図

北リーン

3・′2　　■く－

ノチ　　　◎

しこ1

（⊃

健康増進センター
l

左遷77

芝生広場

⑳838485＿．9

76151

〔）

12

15

7

J

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鱒

　

　

　

　

　

1

2

6

9

7

1

⊥

－

－

1

－

－

‥

ト

ー

Ⅰ

・

－

J

l

ト

ー

工
日
用
卜
裾
野
」
㌦
㌦
1

87■

■
¶
1
Ⅷ
H
F
l

．
■
封
6
3
∵
8
．

0
■

47・I

印
ト
．

ヽ
　
　
■

…
仙
　
南

‥

h

l

－

・

L

ごみ焼却施設

南ゾーン

＞皿

販
Ⅴ
　
▲
l
▼
一
「
l
p
t
 
l
l

世
㊥

鵠
6
3
3
6
　
3
7
闇
4
0

環
境
禁
習
．
サ
ツ
．
風
車

軍
5
4
．
．
牢
．
抽
抑
覗
．
鱒
．
。
1
6
1
．
6
2 6　2

l　日
日　】

！甲子鱒1－

44■

称．
哺
‥
朗
「
3
9

7
す
り

92■　　　　　　　　　　93

130＝還
l∴l

O印は、4月27日以降可燃性ガスが1．5％の濃度を超えた箇所です
現在は安全対策をし、超えていません。（5月5日まで）
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網干健康増進センター事故に係る調査・安全対策検討委員会

①　委員構成

【参考】

氏　　 名 役　 職　 名 専 門 分 野

委 員 長 平　 野　 敏　 右 東 京 大 学 名 誉 教 授
爆 発 事 故 、 燃 焼 学 、 火 災 科 学 ∴

安 全 科 学 、 環 境 学 、 危 機 管 理 学

委　 員 古　 積　　 博
総 務 省 消 防 庁 消 防 研 究 センター

火 災 災 害 調 査 部 長
化 学

委　 員 石　 塚　　 悟 広 島 大 学 工 学 部 教 授
基 礎 燃 焼 学 、 燃 焼 工 学 、

火 災 安 全 科 学

委　 員 栗　 原　 英　 隆
社 団 法 人 全 国 都 市 清 掃 会 議

技 術 顧 問
廃 棄 物 （ご み 処 理 施 設 ）

②　委員プロ
○平野敏右
1970年
1976年
1985年
2001年
2004年

フィール

（ひらのとしすけ）71歳

東京大学大学院工学系研究科航空学専攻博士課程修了（工学博士）

東京大学工学部助教授

東京大学工学部教授

独立行政法人消防研究所理事長

千葉科学大学　学長

【活動実績】

・国際火災安全科学学会会長（1997年～2002年）

・アジアオセアニア火災学会会長（1992年～1995年）

・国際燃焼学会常務理事（1994年～）

・日本燃焼学会会長（1988年～1994年）

・日本火災学会会長（1999年～2001年）

○古積　博（こせきひろし）59歳

1975年　東京工業大学修士課程終了、消防庁入庁

1996年　東京大学院（工学博士）

消防研究所危険物研究室長、消防研究所危険性物質研究室長を歴任し、2010

年から現職

○石塚　悟（いしづかさとる）58歳

1979年　東京大学大学院工学系研究科博士課程修了

その後、埼玉工業大学助教授、東京大学工学部助教授等を経て、

2001年から広島大学大学院工学研究科教授

2009年から日本燃焼学会副会長

○栗原英隆（くりはらひでたか）67歳

1967年　横浜市役所入庁

要職を歴任した後、2002年同市役所を退職

2002年　社団法人全国都市清掃会議技術部長に就任

2010年から現職


